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(54)【発明の名称】 看護支援システム

(57)【要約】
【課題】被検診者の定時検診データ取得機能をナースコ
ールシステムに簡単に組み込むことができるとともに、
システムの拡張性を向上させた看護支援システムを提供
する。
【解決手段】音声通信用病室アダプタ１０１、１０２、
データ送信用病室アダプタ２０１、２０２、中央制御装
置３を含み、これらは、デジタル通信線８に接続され
る。音声通信用病室アダプタ１０１、１０２に接続され
た音声通話用子機６０１ａ～６０２ｃと、中央制御装置
３に接続された音声通話装置４ａ～４ｃとの間の音声信
号の伝送デジタル通信線８を介して行われる。音声通信
用病室アダプタ１０１、１０２に接続されたセンサ７０
１ａ～７０２ｃで測定されたバイタルデータは、デジタ
ル通信線８、中央制御装置３を介して検診データ収集装
置５に伝送される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  患者の定時検診データ取得機能を有する
看護支援システムであって、
病室に設けられる音声通信用病室アダプタと、
前記音声通信用病室アダプタに接続される音声通話用子
機と、
病室に設けられる検診データ送信用病室アダプタと、
前記検診データ送信用病室アダプタに接続される定時検
診用測定器と、
ナースステーションに設けられる音声通話装置と、
ナースステーションに設けられる検診データ収集装置
と、
システム全体の制御を行う中央制御装置とを備え、
前記音声通信用病室アダプタ、前記検診データ送信用病
室アダプタ、及び前記中央制御装置は、複数のデータチ
ャネルを有するデジタル通信線に接続され、
前記音声通話装置、及び前記検診データ収集装置は、前
記中央制御装置に接続され、
前記音声通話用子機と前記音声通話装置間の音声通信デ
ータ、及び前記検診データ送信用病室アダプタから前記
検診データ収集装置への測定検診データの伝送は、前記
中央制御装置によって随時割当てられる前記データチャ
ネルを介して行われる看護支援システム。
【請求項２】  請求項１記載の看護支援システムであっ
て、
前記測定器は、測定終了後自動的に検診データを送信す
るものである看護支援システム。
【請求項３】  請求項１又は請求項２記載の看護支援シ
ステムであって、
前記測定器は、体温、血圧、心拍数の少なくとも１つを
測定するものである看護支援システム。
【請求項４】  請求項１ないし請求項３のいずれか１項
記載の看護支援システムであって、
前記伝送される測定検診データは、前記音声通話用子機
と対応付けられる看護支援システム。
【請求項５】  請求項４項記載の看護支援システムであ
って、
前記検診データ収集装置は、送信された検診データに応
じた音声メッセージを、対応する前記音声通話用子機に
送信するものである看護支援システム。
【請求項６】  請求項１ないし請求項５のいずれか１項
記載の看護支援システムであって、
前記音声通話装置と前記検診データ収集装置は、一体に
構成される看護支援システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、患者の定時検診デ
ータ取得機能を有する看護支援システムに関する。
【０００２】
【従来の技術】入院患者や介護施設に入所しているお年
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寄りの毎日の定期的検診は、看護業務の重要なものの１
つであるが、看護スタッフが各病室や各部屋を巡回し、
各入院患者又は施設入所者の体温、血圧、脈拍等のバイ
タルデータを計測し、記録しなければならず、負担が大
きかった。バイタルデータ取得負担を軽減するものとし
て、バイタルデータの測定値をナースステーション等の
遠方に自動的に送信して記録するシステムが提案されて
いる（特開２００１－４４５３号公報、特開平１０－１
７９５２６号公報等参照）が、専用の設備が必要であ
り、簡単には設置できなかった。
【０００３】一方、病室とナースステーション間の音声
通話を行うナースコールシステムは、従来アナログ伝送
により実現していたが、デジタル伝送技術を活用したも
のも提案されている。デジタル伝送を採用すると、音声
だけでなく、映像及びデータの伝送も可能となるが、検
診データの自動取得機能を効率的に組み込むのは、簡単
でない。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】本発明は、上記事情に
鑑み、被検診者の定時検診データ取得機能をナースコー
ルシステムに簡単に組み込むことができるとともに、シ
ステムの拡張性を向上させた看護支援システムを提供す
ることを目的とするものである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】本発明の看護支援システ
ムは、被検診者の定時検診データ取得機能を有するもの
であって、病室に設けられる音声通信用病室アダプタ
と、前記音声通信用病室アダプタに接続される音声通話
用子機と、病室に設けられる検診データ送信用病室アダ
プタと、前記検診データ送信用病室アダプタに接続され
る定時検診用測定器と、ナースステーションに設けられ
る音声通話装置と、ナースステーションに設けられる検
診データ収集装置と、システム全体の制御を行う中央制
御装置とを備え、前記音声通信用病室アダプタ、前記検
診データ送信用病室アダプタ、及び前記中央制御装置
は、複数のデータチャネルを有するデジタル通信線に接
続され、前記音声通話装置、及び前記検診データ収集装
置は、前記中央制御装置に接続され、前記音声通話用子
機と前記音声通話装置間の音声通信データ、及び前記検
診データ送信用病室アダプタから前記検診データ収集装
置への測定検診データの伝送は、前記中央制御装置によ
って随時割当てられる前記データチャネルを介して行わ
れるものである。
【０００６】本発明の看護支援システムにおける前記測
定器は、測定終了後自動的に検診データを送信するもの
である。
【０００７】本発明の看護支援システムにおける前記測
定器は、体温、血圧、心拍数の少なくとも１つを測定す
るものである。
【０００８】本発明の看護支援システムにおける前記伝
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送される測定検診データは、前記音声通話用子機と対応
付けられるものである。
【０００９】本発明の看護支援システムにおける前記検
診データ収集装置は、送信された検診データに応じた音
声メッセージを、対応する前記音声通話用子機に送信す
るものである。
【００１０】本発明の看護支援システムにおける前記音
声通話装置と前記検診データ収集装置は、一体に構成さ
れるものである。
【００１１】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態につい
て、図面を用いて説明する。図１は、本発明の看護支援
システムの一実施の形態を示す概略ブロック図である。
図１のシステムは、音声通信用病室アダプタ１０１、１
０２、データ送信用病室アダプタ２０１、２０２、中央
制御装置３を含み、これらは、デジタル通信線８に接続
される。そして、音声通信用病室アダプタ１０１には、
音声通話用子機６０１ａ、６０１ｂ、６０１ｃが接続さ
れ、音声通信用病室アダプタ１０２には、音声通話用子
機６０２ａ、６０２ｂ、６０２ｃが接続され、データ送
信用病室アダプタ２０１には、センサ７０１ａ、７０１
ｂ、７０１ｃが接続され、データ送信用病室アダプタ２
０２には、センサ７０２ａ、７０２ｂ、７０２ｃが接続
される。また、中央制御装置３には、音声通話装置４
ａ、４ｂ、４ｃ、及び検診データ収集装置５が接続され
る。
【００１２】なお、図１では、音声通信用病室アダプタ
及びデータ送信用病室アダプタを２つづつ示したが、実
際にはさらに多く設けられる。また、デジタル通信線も
１系統のみ示したが、複数の音声通信用病室アダプタ及
びデータ送信用病室アダプタが接続された複数のデジタ
ル通信線を中央制御装置３に接続してもよい。
【００１３】音声通話用子機６０１ａ～６０２ｃは、例
えば病室の入院患者のベッドサイドに設けられ、ナース
ステーションの呼出し、及びナースステーションに設け
られる音声通話装置４ａ～４ｃとの間の音声通話を行う
ものである。音声通話用子機にはスピーカ、マイク及び
呼出しスイッチが一体となったハンド子機を用いてもよ
いし、スピーカ、マイク及び呼出しスイッチが別体のも
のでもよい。音声通話装置４ａ～４ｃは、図４に示すよ
うに、各病室の音声通話用子機６０１ａ～６０２ｃを選
択するための選局ユニット４１ａ～４１ｃを備えてい
る。
【００１４】センサ７０１ａ～７０２ｃは、例えば入院
患者の定時検診用バイタルデータを検出するもので、検
出されたバイタルデータは、検診データ収集装置５に送
られる。定時検診用バイタルデータとしては、体温、血
圧、脈拍等が検出される。図１のシステムでは、音声通
話用子機６０１ａ～６０２ｃに対応して設けられている
が、必ずしもすべての病室、すべての入院患者のベッド
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サイドに設ける必要はない。ただし、その場合でも、設
置したセンサが一入院患者専用の場合は、音声通話用子
機６０１ａ～６０２ｃと対応させておく。病室内の複数
の入院患者が共用する場合は、測定データ伝送時に所定
の識別情報（例えば患者ＩＤ等）を付加して伝送する。
【００１５】検診データ収集装置５は、送信されたバイ
タルデータを入院患者毎に記録するものであり、コンピ
ュータによって実現される。記録されたバイタルデータ
は、医師、及び看護スタッフによって参照可能である。
【００１６】デジタル通信線８は、デジタルデータ信号
を時分割多重方式で伝送するものである。音声信号の伝
送は、音声通信用病室アダプタ１０１、１０２、デジタ
ル通信線８、中央制御装置３を介して行われ、バイタル
データの伝送は、データ送信用病室アダプタ２０１、２
０２、デジタル通信線８、中央制御装置３を介して行わ
れるが、詳細は後述する。
【００１７】図２は、音声通信用病室アダプタ１０１の
概略構成を示す図である。図２の音声通信用病室アダプ
タ１０１は、モデム部１１０１、プロトコルコントロー
ル部１２０１、制御部１３０１、音声入出力インタフェ
ース（図２中にはＡＤＰＣＭＣＯＤＥＣと記載）１４０
１ａ、１４０１ｂ、１４０１ｃを含む。モデム部１１０
１は、プロトコルコントロール部１２０１からのベース
バンドのデジタル信号を変調してデジタル通信線８に送
信するとともに、デジタル通信線８の変調信号を受信
し、ベースバンドのデジタル信号に復調するものであ
る。
【００１８】プロトコルコントロール部１２０１は、音
声入出力インタフェース１４０１ａ、１４０１ｂ、１４
０１ｃとデジタル通信線８上の多重データとの交換を行
うとともに、後述する制御部間の制御信号とデジタル通
信線８上の多重データとの交換を行うものである。制御
部１３０１は、音声入出力インタフェース１４０１ａ、
１４０１ｂ、１４０１ｃとデジタル通信線８上のチャネ
ルとのリンクを行うとともに、通信相手の制御部との制
御信号の交換を行うものである。
【００１９】音声入出力インタフェース１４０１ａ、１
４０１ｂ、１４０１ｃは、プロトコルコントロール部１
２０１からのベースバンドのデジタル信号をアナログ信
号に変換して音声通話用子機６０１ａ、６０１ｂ、６０
１ｃに出力するとともに、音声通話用子機６０１ａ、６
０１ｂ、６０１ｃからのアナログ信号をデジタルベース
バンド信号に変換してプロトコルコントロール部１２０
１に出力するものである。
【００２０】図３は、データ送信用病室アダプタ２０１
の概略構成を示す図である。図３のデータ送信用病室ア
ダプタ２０１は、モデム部２１０１、プロトコルコント
ロール部２２０１、制御部２３０１、センサインタフェ
ース２４０１ａ、２４０１ｂ、２４０１ｃを含む。モデ
ム部２１０１、プロトコルコントロール部２２０１、制
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御部２３０１の動作は、図２のモデム部１１０１、プロ
トコルコントロール部１２０１、制御部１３０１と同様
であるので記載を省略する。
【００２１】センサインタフェース（図３中にはセンサ
ＩＦと記載）２４０１ａ、２４０１ｂ、２４０１ｃは、
入院患者の定時検診用バイタルデータを検出する体温計
７１０１ａ、７１０１ｂ、７１０１ｃ、血圧計７２０１
ａ、７２０１ｂ、７２０１ｃの検出値をデジタルベース
バンド信号に変換するものである、ここで、検出すべき
バイタルデータとして脈拍信号は、血圧計によって得ら
れる脈拍値が利用される。
【００２２】図４は、中央制御装置３の概略構成を示す
図である。図４の中央制御装置３は、モデム部３１、プ
ロトコルコントロール部３２、制御部３３、音声入出力
インタフェース（図４中にはＡＤＰＣＭＣＯＤＥＣと記
載）３４ａ、３４ｂ、３４ｃを含む。モデム部３１、プ
ロトコルコントロール部３２動作は、図２のモデム部１
１０１、プロトコルコントロール部１２０１と同様であ
るので記載を省略する。制御部３３は、図２の制御部１
３０１と同様の制御を行うとともに、システム全体のデ
ータ通信の制御を行う。
【００２３】音声入出力インタフェース３４ａ、３４
ｂ、３４ｃは、プロトコルコントロール部３２からのベ
ースバンドのデジタル信号をアナログ信号に変換して音
声通話装置４ａ、４ｂ、４ｃに出力するとともに、音声
通話装置４ａ、４ｂ、４ｃからのアナログ信号をデジタ
ルベースバンド信号に変換してプロトコルコントロール
部３１に出力するものである。プロトコルコントロール
部３２には、検診データ収集装置が接続され、体温計７
１０１ａ、７１０１ｂ、７１０１ｃ、血圧計７２０１
ａ、７２０１ｂ、７２０１ｃで検出したデータを記録す
るものである。
【００２４】音声通話装置４ａ、４ｂ、４ｃには、それ
ぞれ選局ユニット４１ａ、４１ｂ、４１ｃが接続され、
特定の病室の特定の入院患者（ＩＤ番号のみでもよ
い。）の選択が選択可能となる。
【００２５】選局ユニット４１ａ、４１ｂ、４１ｃが接
続された音声通話装置４ａ、４ｂ、４ｃ及び検診データ
収集装置５は、例えばナースステーションに設置され
る。中央制御装置３の設置箇所は、任意の箇所を選択で
きるが、病院においては病室全体の把握をする場所であ
るナースステーションが好ましい。本発明のシステム
を、例えば老人介護施設において適用するときには、ナ
ースステーションに準ずる管理者のいる箇所に設置する
ことが好ましい。また、音声通話装置４ａ、４ｂ、４ｃ
のいずれかと検診データ収集装置５は、同一の筐体に収
納してもよい。
【００２６】次に、デジタル通信線８のデータ伝送につ
いて述べる。図５は、デジタル通信線８上を時分割多重
されて伝送されるデータのフォーマットの一例である。
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図５のフォーマットは、チャネル０から５までのデータ
チャネルとそれらの間の制御チャネルを含む。データチ
ャネルは、音声信号及び検診データを伝送するためのチ
ャネルで、端末からのデータが送信可能である。制御チ
ャネルは、システム全体の通信制御を行うためのチャネ
ルで、中央制御装置の制御部３３の制御のもと、制御部
３３、音声通信用病室アダプタ１０１、１０２の制御部
１３０１、及びデータ送信用病室アダプタ２０１、２０
２の制御部２３０１からの制御信号を伝送するものであ
る。したがって、任意の音声通信用病室アダプタ１０
１、１０２、及びデータ送信用病室アダプタ２０１、２
０２と中央制御装置間のデータ伝送を任意のチャネルを
用いて行うことができる。制御部３３による制御信号の
伝送制御は、例えばポーリング方式で行われる。
【００２７】今、音声通話用子機６０１ａの呼出しスイ
ッチが押された場合、音声通信用病室アダプタ１０１の
制御部１３０１は、中央制御装置３の制御部３３と制御
データの交換を行って、所定のデータチャネルを確保
し、呼出し信号を音声通話装置４ａ、４ｂ、４ｃに送信
する。音声通話装置４ａ、４ｂ、４ｃのいずれか、例え
ば音声通話装置４ａが応答すると、制御部３３は、音声
通話装置４ａから音声通話用子機６０１ａへの音声信号
通信用データチャネルを確保する。したがって、音声通
話用子機６０１ａと音声通話装置４ａとの間で通話がで
きることになる。
【００２８】定時検診時に、各入院患者は、自分の音声
通話用子機に対応するセンサ７０１ａ～７０２ｃを用い
て、バイタルデータを測定し、測定結果を検診データ収
集装置５に送る。その時、測定終了後自動的に測定結果
を送信するのが好ましい。検診データの送信について
も、上記記載のとおり、制御チャネルを用いた制御信号
交換により、必要なデータチャネルを確保し、確保した
チャネルを用いて送信される。
【００２９】中央制御装置３を介して検診データ収集装
置５に送られた測定データは、データの整合性がチェッ
クされ、正常なものは、入院患者に対応させて記録され
る。整合性チェック時に、バイタルデータとしてありえ
ないデータあるいは急変したデータが伝送された時は、
対応する音声通話用子機に、「測定しなおして下さ
い。」等といった再測定を促す音声データを出力する。
したがって、正常な検診データが自動的に記録されるこ
とになる。複数回測定しても、正常範囲のデータが得ら
れない場合は、看護スタッフによって病室内で判断して
もらう。
【００３０】
【発明の効果】以上の説明から明らかなように、本発明
によれば、被検診者の定時検診データ取得機能を例えば
ナースコールシステムに簡単に組み込むことができると
ともに、システムの拡張性を向上させた看護支援システ
ムが提供できる。したがって、看護あるいは介護業務の
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利便性及び能率性が向上し、看護あるいは介護スタッフ
の労力が軽減する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の看護支援システムの一実施の形態を示
す概略ブロック図
【図２】本発明の音声通信用病室アダプタの概略構成を
示す図
【図３】本発明のデータ送信用病室アダプタの概略構成
を示す図
【図４】本発明の中央制御装置の概略構成を示す図
【図５】本発明の実施の形態の一例である看護支援シス
テムにおいて時分割多重されて伝送されるデータフォー
マットの一例を示す図
【符号の説明】
１０１、１０２・・・音声通信用病室アダプタ
２０１、２０２・・・データ送信用病室アダプタ *

8
*３・・・中央制御装置
４ａ、４ｂ、４ｃ・・・音声通話装置
５・・・検診データ収集装置
６０１ａ～６０２ｃ・・・音声通話用子機
７０１ａ～７０２ｃ・・・センサ
８・・・デジタル通信線
１１０１、２１０１、３１・・・モデム部
１２０１、２２０１、３２・・・プロトコルコントロー
ル部
１３０１、２３０１、３３・・・制御部
１４０１ａ～１４０１ｃ、３４ａ～３４ｃ・・・音声入
出力インタフェース
２４０１ａ～２４０１ｃ・・・センサインタフェース
４１ａ、４１ｂ、４１・・・選局ユニットｃ
７１０１ａ、７１０１ｂ、７１０１ｃ・・・体温計
７２０１ａ、７２０１ｂ、７２０１ｃ・・・血圧計

【図１】

【図５】
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